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【序】





ラスタ  ー I-(CH3I)(H2O)n (n = 1-7)を生成し，赤外光解離分光法によるCHおよびOH伸縮振動領域の赤
外スペクトルと量子化学計算を用いて反応物の溶媒和構造を決定した．
【実験】
　実験は飛行時間型質量分析計を用いて行った．0.5% CH3I / Arの混合ガスを水の入ったリザーバを通
し，パルスノズルにより真空チャンバーに導入し，電子衝撃によりイオン化した．生成したクラス
ターイオンは加速電極によって加速され，目的のサイズのクラスターイオンのみを親イオンとしてマ






　図1に，I-(CH3I)(H2O)n (n = 1-7)の赤外光解離スペ
クトルを示す．3200 cm–1よりも低波数側に現れるバ
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図3 I-(CH3I)(H2O)n (n = 1-3)の理論赤外スペクトル
図2 I-(CH3I)(H2O)n (n = 1-4)の最適化構造
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